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表
虫
剤
と
賭
議
剣
を

問
必
え
て
警
あ
ら
し
て
し
ま
っ
た
り
、

大
雨
に
よ
る
紙
本
や
地
鍍
沈
下
に
よ
り

務
お
総
念
総
花
い
っ
ぱ
い
せ
っ
か
〈
の
花
械
が
火
紗
獲
を
受
け
た

コ
ン
タ
i
ル
吋
学
校
抑
制
m
t
り
と
P
そ
れ
で
も
ホ
ま
み
れ
じ
な
っ
て

の
猿
審
査
で
並
本
小
学
校
が
手
入
れ
し
て
い
く
う
ち
に
‘
殺
総
僚
だ

綾
優
発
賞
に
揮
き
ま
し
た

6

っ
た
放
木
小
が
緑
と
開
問
芋
孫
々
的
花
で

こ
れ
は
県
内
の
み
十
時
と
繰
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

内同様
μ

約
一
校
が
事
お
し
て
行
い
ま
で
は
た
い
開
院
も
返
す
漆
で
コ
く

わ
れ
た
も
め
ぞ
、
間
開
始
悦
4
年
り
、
在
自
が
タ
ネ
ま
き
か
ら
校
内
濁
ど

目
的
受
支
は
ま
き
じ
快
棋
と
う
を
見
る
寸
ひ
と
つ
一
鉢
鴻
約
い
も
酬
明

い

え

ま

す

。

欄

間

に

滋

ん

で

い

zZ
す巴

吋
明
開
後
時
、
子
ど
も
述
や
銭
木
小
同
時
現
省
、
ベ
ゴ
ニ
ア
、
サ
ル

父
兄
、
絵
師
附
が
集
ま
り
祖
将
ゼ
ア
、
カ
ト
レ
ア
内
奥
議
り
。
そ
し
て

来
的
議
本
小
づ
く
り
を
話
L
…
t
H
で
は
、
来
略
的
卒
業
+
民
主
的
和
一
る
菜

A
U
勺
ん
た
い
梢
州
市
、
み
ん
な
が
銭
円
花
と
卒
業
生
‘
新
入
殺
に
絞
ら
れ
る

力
一
致
し
て
綴
物
を
し
符
て
、
パ
ン
ジ
ー
の
芽
が
鵠
え
山
山
て
い
草
ナ
。

議
恭
一
ー
や
に
グ
礎
的
栄
斌
4

刊
日
ん
一
応
累
寵
秀
賞

ハクレン 3万5000践者t毅涜

挙
後
川
市
浄
化
に

n
助
っ
人
“
現
わ
る

ー
ー
平
鈎
淑
撒
然
添
湾
総
与
宵
で
は
保
水

産
部
内
協
力
の
も
と
で
、
ア
オ
コ
な
ど

植
物
性
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
を
米
食
在
す
る

体
一
長
5
3
6
舗
の
ハ
タ
レ
売
の
徽
魚
3

万
5
0
0
0
匹
を
刊
日
月
5
日
、
千
総
務

大
凶
開
品
川
波
刊
に
放
流
し
ま
L
P
3

ハ
ク
レ
ン
は
3
イ
制
刊
で
レ
ン
ギ
ョ
内

韮改め法険閉
木

aaqgt' 

校

長

室

を

可

決

2

Z

び

案

内

掃

除

す

る

総

本

ま

の

護

又

は

3

5

Z

霊

堂

び

議

荷

量

道

路

3

4

立

轍

ま

護

ま

の

と

お

り

二

語

学

ぎ

な

い

も

の

ウ

、

E
!、
襲

撃

法

人

的

代

表

重

量

織

の

警

告

:

的

自

'

m
m
平
成
公
然
下
水
遂
事
業
、
予
知
H
浴
浄
応
蛾
議
、
統
制
制
中
東
等
審
が
自
由
に
利
用
問
人
批
判
し
〈
は
人
的
代
田
柑
入
、
使
間
m
人
そ
繊
務
鐙
災
総
灘
保
検
轟
例
の
一
日
師
数
波
i

化

妻

、

交

語

、

図

事

業

2

Z

こ

と

め

ま

る

検

診

を

宥

し

な

い

訟

の

従

警

が

‘

そ

の

法

人

又

は

人

襲

語

義

的

認

を

紘

一

-

止

す

る

法

問

p

特

別

書

室

毒

液

獲

を

除

〈

)

も

の

思

‘

議

議

、

接

会

議

、

雲

の

業

務

に

隠

し

、

撃

の

護

行

為

を

語

障

が

霊

室

長

官

委

さ

れ

た

i

t

置
市
襲
来
捌
聞
の
一
磁
波
正
仙
川
だ
続
伸
信
協
均
等
の
集
会
町
一
期
に
鉄
す
る
総
縁
者
一
骨
し
た
と
き
培
、
一
行
為
者
合
総
す
為
ほ
か
、
こ
と
に
伴
い
改
正
戸
滋
絞
殺
際
線
制
制
度
縫
療
探
検
持
政
的
改
ぶ
に
よ
り
、
商
談

埠
守
的
一
部
部
を
改
正
す
る
淡
絡
が
線
級
m
w
し
な
い
も
の

4
4
、
食
堂
一
、
レ
岬
〈
}
う
そ
の
法
人
又
は
人
に
対
し
て
間
同
地
構
内
総
な
ど
)
嫌
養
費
的
支
絵
要
件
汁
が
間
関
月
1
n
か
ら

年
3
H
丹
災
住
に
公
布
さ
れ
た
こ
と
に
体
ン
、
聴
会
点
等
容
の
欽
品
県
内
紛
に
供
十
金
約
を
科
す
る
。
〈
立
入
爾
資
V

市
…
経
機
世
間
繊
度
心
身
湾
審
委
窓
嬢
礎
的
支
給
次
の
と
お
り
改
善
さ
れ
ま
し
た
@

い
炊
ぶ
る
柚
叩
仙
紙
技
が
こ
れ
ら
に
付
随
す
る
開
刷
機
川
町
こ
品
川
条
例
州
内
務
付
に
必
要
な
線
縫
い
い
関
す
る
晶
晴
樹
倒
的
一
自
由
法
定
健
康
保
め
鎌
田
い
魚
崎
祭
器
万
1
8
6
0
湾
紙

霊
塔
下
水
滋
糸
捌
聞
の
一
綴
敬
玄
手
賀
等
の
務
総
や
殺
し
な
い
も
の
力
、
客
に
お
い
て
、
蜘
判
断
争
猛
然
環
議
又
は
四
時
険
法
等
的
…
卿
榔
を
改
蒸
す
る
法
律
が
鴎
為
的
場
合
附
闘
機
絞
め
自
己
負
担
担
額
が

沼
流
域
下
水
叫
織
の
熱
線
に
持
ぃ
、
若
松
室
に
ダ
ブ
ル
ベ
ッ
ド
内
総
殺
の
あ
る
も
築
物
に
立
入
ら
せ
絞
殺
害
せ
る
こ
と
が
和
田
年
B
O
R
n
H
M
m
m
公
和
議
れ
た
こ
と
に
ひ
と
り
同
一
月
、
か
と
つ
の
液
陪
師
、
話

処
理
場
内
擁
立
及
び
象
災
者
総
帥
間
的
キ
、
共
同
開
で
僚
閣
で
替
る
際
婦
で
で
き
る
P
A
中
止
命
令
〉
前
後
は
、
務
停
い
改
正
療
所
に
つ
い
て
、
5
活
1
0
0
0
m
門
を

岨
薄
-
一
ヲ
プ
ホ
テ
ル
の
頭
銀
銭
制
に
問
す
田
字
索
、
女
子
用
の
ぼ
分
の
あ
る
総
数
3
条
的
鑑
定
に
違
反
し
線
総
隊
城
に
お
閣
閣
法
路
線
布
佐
駅
構
内
ニ
線
人
滋
総
務
為
河
寸
斗
J
司
斗

j
守
斗

j
斗

J

義

的

一

言
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テ

ル

約

率

し

な

い
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、

翠
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形

態

い
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ホ

テ

ル
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霊

L
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と

よ

暴

露
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約

千

五

/
J
I
M川
主
時
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必
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襲
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輯

苧
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〈
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富
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を

蓄

し

‘

議

室
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霊
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宙
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票
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ァ
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の

綴

入
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望

、
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命

令

が

哲
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重

量

η
ま

し

た

珍

氏

(
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町

?

?
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〉

察
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プ
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一

五
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通
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利
用
す
る
き
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鍛
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ら
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ま
し
た

o
g夏
喜

襲

撃

-
g
g
望

室

言
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2

ぐ

営

欝

:

…

川

し
な
い
も
的
イ
、
妻
フ
口
ン
ト
的
主
命
令
に
違
反
し
た
若
宮
差
是
禁
(
株
)
妻
子
霊
場
開
発
行
災
対
本
2
8
4
2
)

存Ffι仁卜

治:ふf
v
申
し
込
み
ハ
岬
が
々
キ
に
仲
役
陀
所
、
氏
名
、
曹
v
v
4
番
世
加
臨
綬
賦
醐
潮
糊
中
幽
噂
+
揖
魚
*
叩
?
‘
y
ン
ク
什
ル
即
ス
l
v
v
一
噛
埜
笠
加
機
…
肌
絵
取
1
ι
チγ
i
ム
2
o
o
O

bた、
O

…
崎
必
ミ
岬
な
、
仁jぷ乏fJJ~~…¥誌♂二F
言
1ι
影一駅…柔手
J

年
芸
幹
斡
、
往
襲
泌
を
高
鴎
器
総
ぞ
し
て
義
殺
葉
総
筆
千
?
1
;
6
O
G
将
、

Fγ
ル
ス
号
2
O
O
品
跨
襲
円
、
茶
喜
校
筆
没
守
E
チ?
1
よ
ム
?
1
O
ο
O
河

巷

J
オ
i)恥喰?J
人
〆
¥
¥
呈
芳
，
達
l壬Z
主
♂
事
L
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4

5

員

会

体

護

法

で

4
7一

般
シ
ン
グ
ル
ス
2
2
5
7
V
申
し
込
み
?
金
、
邦
夫
、

め

h
d

旬

、

m

刊

誌

戸

金

)

必

穫

の

こ

と

。

ル

ス

4

0

0

m

円

…

綾

高

校

生

的

判

崎

、

代

淡

殺

的

役

所

、

ス
ポ
ー
ツ
の
日
明
。
運
動
会
や
体
カ
っ
く
り
火
会
料
品
ど
、
市
内
で
も
機
々
V
問
問
い
合
わ
せ
体
育
議
V
申
し
込
み
ハ
ガ
キ
‘
に
役
所
、
氏
名
、
同
氏
名
、
道
話
番
号
を
明
記
し
、
ハ
牢
キ

務
総
レ
が
操
り
広
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
荻
だ
殺
だ
る
小
'
ツ
の
健
惜
(
部
)
Z
1
5
1
宇
品
問
、
従
級
懇
号
、
勤
務
先
ま
た
は
学
で
中
鈴
1
3
1
5
大
野
木
漆
慾
ま
て

し
は
帥
胴
慾
絞
殺
。
お
料
品
だ
も
気
軽
は
参
加
し
設
せ
ん
か
。
1
1
1
1
1
1
1
1
i
i
l
-
-
J
校
名
、
ダ
ブ
ル
ス
は
パ
ー
ト
ナ
ー
を
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夜
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丹
波
川
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〈
月
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必
緩
め
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-
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一
6
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河
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日
曜
二
ま
で
。
日
月
刊
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刊
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蓬
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1
1
1
(
市
役
号
、
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根
〈
削
工

f
会

一

V

日

同

時

間

H

n

n

日

一

口

口

ザ

午

仙

削

8

時

こ

と

。

1

6

1

ム

教

育

委

録

会

ザ

w
v
民
間
慨
m
n
m
u
a
か
ら
日
対
立
防
法
制
分
か
ら
w
v
問
い
合
わ
せ
持
本
官
(
U
M
〉
2
7
8

可
|
l
i
i
i
i
j
i
l
-
-
i
i
j

て

バ

ド

ミ

ン

ト

ン

は

拍

丹

羽

尽

か

ら

V

A

怒

鳴

一

一

後

援

尚

抽

出

?

一

墾

縫

嬢

人

卓

球

大

会

一

日
月
7
読
ま
で
。
太
門
事
長
一
く
刊
日
時
V
夜
間
間
務
γ
シ
ン
グ
ル
ス
、

F
プ

ん

1

l

i

l

t

i

i

j

i

l

-

-

-

J

C

一

塁

守

護

護

ふ

去

、

パ

ス

、

女

子

ダ

ブ

ル

丸

、

蓬

総

入

手

一

バ

ス

ケ

ッ

ト

ボ

I
保

民

大

会

一

言

時

官

官

亙

薬

品

ド
ミ
ン
多
ン
・
第
一
小
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ス
、
混
合
ダ
ブ
ル
ス

f
O

一
部
八
万
受
付
9
時
総
会

u
w
，
滋
幌
町
山
出
小
軍
事
加
資
格
中
一
説
糸
川
以
上
で
市
山
門
戸
い
マ
録
時
日
月
回
目
(
悶
U
〉
、
3
詩
噛
写
会
場
第
一
一
寸
小
総
務
慾

V
 

川
町
名
f
q
4
、

δ
年
経
つ
と
体
長
z
m
‘

還
さ
い
仰
い
時
ほ
ど
に
も
成
長
す
る
犬
ゑ
で

抗
出
欠
に
裁
く
、
材
相
蹴
明
性
も
爽
い
こ
と
か

ら
、
部
前
帯
化
に
火
急
な
附
州
叫
刊
が
か
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

勝
」
的
日
放
流
さ
れ
た
借
地
魚
拭
崎
清
涼
際

的
漁
協
か
ら
議
ば
れ
た
も
の
で
、
明
間
雨

前
町
内
小
学
致
問
名
的
手
に
よ
っ
て
、
沼

日
い
一
問
然
災
く
消
え
て
い

き
ま
し
た
。
以
防
い
た

日
即
時
慨
を
数
え
て
い
た
ゑ

も
い
ま
や
半
減
砂
ハ
ク

レ
ン
が
デ
A
H
ω
誠
心
仲
は
み

つ
〈
こ
と
を
務
ら
ず
に

は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

A
ハ
ク
レ
ン
を
放
浪
す

日
、
街
頭
で
担
万
余
丹

券い羽根共同募金

「
や
さ
し
き
や
品
隣
人
じ
い
を
会
い
言

獲
に
、
こ
と
し
も
ご
部
い
開
制
機
務
総
白

が
叩
月
1
8
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

初
日
は
淑
内
6
絞
で
街
頭
募
金
。
昨

年
ど
は
ほ
間
関
緩
め
幻
万
6
2
5
3
町
内
の

醤
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
(
昨
年
度
は

全
体
内
U
%
)
。
ま
た
肉
制
治
会
〈
内
向
位

%
)
、
学
校
〈
問
問
8
町
市
)
、
法
人
〈
問
問

7
v
m
J
な
ど
で
も
運
動
が
行
わ
れ
て
い

て
、
時
子
総
社
を
は
と
め
‘
児
輩
、
殺

人
悩
札
慨
に
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
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後
却
が
を
著
し
く
痛
め
、
阿
滑
な
が
ミ
ン
タ
ー
へ
の
搬
入
は
で
き
ま
せ
ん

a

山
崎
哲
れ
て
い
ま
す
む
交
繍
帽
を
決
め
ら
れ
れ
~

拠
穫
が
沼
田
曜
と
な
っ
て
い
李
す
。
次
的
分
に
つ
い
て
は
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
i
ま
日
時
、
場
所
に
出
す
主
ヴ
ぷ
協
力
を
お

出
し
方
を
守
っ
て
胤
搬
入
し
て
く
だ
さ
る
で
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仏
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潔
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仁
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句
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右
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華
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古
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す
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反
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鐙
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司
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搬
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襲
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叫
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燃
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制
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戸
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両
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草
し
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込
む
か
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午
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時
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総
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お
り
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燃
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す
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台
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伐
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築
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れ
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れ
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迫
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佐
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滋
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潟
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例
孫
子
総
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化
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古
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台
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で
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計
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申
し
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V
治
せ
ん
参
加
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付
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日
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刊
日
日
あ
り
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せ
ん
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た
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ふ
ん
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ま
す
白

か
ら
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門
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ま
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機
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会
長
約
二
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一
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M
抗
議
色
、
下
お
は
一
内
内
悶
h

灰
時
間
色
め
抑
靴
底
的
あ
る
、
倒
的
ま
わ
ワ

(
と
夕
、
来
、
科
た
夕
、
キ
援
科
)
的
闘
い
、
ス
ズ
メ
よ
り
小
形
的
烏
で
す
む

夏
以
崎
叫
し
九
州
都
問
問
符
円
鳴
い
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方
か
ら
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来

し
‘
叫
同
織
か
ん
山
地
の
明
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い
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務
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縦
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態
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瑚
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中
世
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抗
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林
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絡
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伐
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ま
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中
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仲
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潜
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。
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茂
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仲
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台
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も
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仰
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滋
し
万
1
0
0
0
m
門
ま
ご
、
第
2
M
m
(
6
殺

¥
ク
リ

i
ニ
シ
ク
に
出
寸
と
矛
一
は
.
た
と
き
は
業
名
に
総
帥
則
的
決
行
問
は
な
く
と
4
畳
半
)
は
o
m
円
か
ら
お
万
7
0
0

必
ず
積
か
り
廷
を
も
ら
う
こ
に
ま
た
な
三
小
¥
以
上
京
会
ぬ
泌
す
5
0
円
ま
で
の
人
総
祭
主
所
得
が
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滋
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。
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猟
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台
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滋
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は
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燃
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台
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什
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台
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械
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燃
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か
で
き
る
が
~

ろ
う
と
、
死
ん
ど
七
い
九
ゃ
ん
と
斡
め

た
え
で
す
よ
わ
齢
制
良
で
山
川
桃
山
い
れ
た
れ

て
働
く
よ
り
山
市
‘
と
災
み
を
ひ
か
べ
る
一
-

と
は
い
え
、
お
絞
め
殺
と
ロ
転
車
、

ハ
イ
ク
ル
佼
え
る
の
は
仲
北
大
竺
、
は
な

い
。
品
川
抑
制
、
日
叩
山
口
町
教
も
い
ま
や
l

G
O
れ
に
も
達
す
る
。
長
問
吋
ト
ベ
同
輔
ち
加

わ
り
、
盟
小
場
を
千
掛
け
た

b

タ
バ
コ

等
も
絞
っ
て
い
て
、
お
ば
あ
ち
ゃ
え
も

天王台で鼠転車一
一預かり業を営む…

I );暴下ちかきん

十
分

P

句
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

£
先
だ
ね
μ

っ
て
言
か
れ

る
と
や
め
ら
れ
ま
せ
ん
よ
も

ち
か
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は

(3)州 知 ゐ持

83 
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穆
純
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拘
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μ
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4ゆ市附

糊
線
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の
0

.保行

集
車
線
家
事

事
ね
る
移
行

理
震
い
獲
佐
穂

鍾
ぴ
て
益
M
U

臨
及
し
脅
後

際

7
7
包
重

構
嶋
ゆ
沌
宮
内
楠
M

“町

念

t

土

{

隠

鰯
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⑧。⑨

己ヨ浴後{と区総孫

子当鉄道

思習会斡等

び
あ

由

園理酔

亀田陣

都
市
基
盤

水面

庄日求辺

議員き

い
よ
い
よ
こ
の
シ
リ
ー
ズ
も

3
回
同
国
と
な
り

荻
し
だ
。
品
つ
開
制
沖
地
、
出
自
さ
ん
の
生
活
m
w
慈
総
で

あ
る
住
宅
鎗
の
慈
備
や
受
還
な
ど
の
現
況
考

g
都
市
首
鳴
齢
盤
'
と
し
て
畿
と
め
ま
し
だ
。
住
宅

の
建
ち
並
び
お
や
道
路
・
下
水
道
な
ど
℃
、
包

燥
感
じ
て
い
る
こ
と
と
民
べ
て
ど
う
で
し
ょ
う

か
。
時
払
た
、
受
還
の
制
特
使
殺
の
問
問
昭
雄
点
は
ど
う

で
し
ょ
う
か
。
こ
の
シ
リ
ー
ズ
は
、
こ
れ
か
ら

行
う
予
定
の
総
会
一
街
路

に
箆
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

の
た
め
の
参
考
と
し
て

お
使
い
下
さ
い
。

V
問
い
合
せ
総
合
齢
制

溺
策
定
事
務
路
公
〈
臨
出
)

T
4
1
1
f内
線
2
2
5

谷
津
、
台
地
に
広
が
る

つ
ぎ
は
ぎ
の
市
街
地

谷
津
町
ホ
鴇
は
議
地
に
と
っ
て
市
東
わ
っ
市
潟
地
的
中
内
総
林
総
は
徐
々
に
少
な

て

き

ま

し

た

。

〈

な

っ

て

い

ま

す

。

ま

た

‘

苧

桝

抗

議

め

そ
め
終
準
、
現
在
的
太
一
地
判
用
は
、
水
制
円
内
海
に
目
見
ら
れ
る
喜
ヴ
仁
、
市
街

お
お
ま
か
は
祭

2
、
住
宿
線
地
等
を
地
と
肉
同
銭
的
土
地
利
用
内
務
怖
は
必
ず

我
孫
子
は
、
苧
終
川
市
と
利
一
恨
川
に
獄
中
心
と
し
た
宮
市
街
地
が
、
合
法
上
的
叫
献
し
も
義
組
問
あ
る
も
の
と
を
っ
て
い
ま
せ

ま
れ
、
小
山
〈
か
も
句
、
徐
州
端
的
水
田
、
合
燃
や
幹
線
道
路
沿
い
に
州
開
校
〈
品
開
口
、
ん
。

地
k
的
湖
と
い
う
土
地
利
用
が
い
作
わ
れ
そ
の
需
僚
に
料
泌
林
、
水
m
問
、
水
浴
と
巴
ω

れ
ら
の
問
問
題
や
銀
総
に
付
加
味
す
る

で
き
ま
し
h
f
h
n

し
か
し
、
近
年
京
京
へ
広
が
っ
て
い
る
部
に
を
っ
て
い
ま
す
e

た
め
に
は
、
災
孫
子
市
町
人
口
や
燦
業

的
交
日
曜
夜
間
院
が
良
い
こ
と
か
ら
急
敢
な
ニ
的
よ
う
に
時
間
に
制
後
い
地
影
め
た
を
は
と
め
と
す
る
持
来
像
を
見
緩
め
て

市
出
制
作
ぬ
が
淑
み
、
台
地
上
め
湘
や
山
林
、
的
、
市
街
地
は
各
駅
今
ふ
を
や
と
し
た
ま
対
策
を
た
て
る
必
繋
が
あ
り
ま
す

a

と
ま
り
が
滅
激
主
「
i
l
e
審

議

会

で

の

爽

j
J

わ
れ
ま
す
が
、
期
間
叫
誠
一
・
人
口
滋
に
対
応
す
る
た
め
、
肉
…

搬
な
ど
め
之
跡
地
科
用
…
緩
住
宅
地
町
民
的
検
泌
が
必
突
…

が
未
発
噛
識
で
帯
駅
尚
一
・
人
口
地
を
抑
制
制
し
、
火
憎
め
公
一

辺
の
地
豆
拠
点
や
抑
制
一
害
め
な
い
ヱ
織
の
誘
致
的
後
ω
ピ

訟

の

中

心

的

機

訟

を

…

が

必

零

…

十
分
扱
っ
て
い
な
い
…
・
終
端
的
保
全
の
た
め
に
は
、
我
一

的
が
現
状
で
す
α

一
議
子
治
的
中
で
の
廃
業
的
飲
概
略
一

ま
た
、
古
川
街
端
的
一
づ
け
丹
総
淡
が
必
車
『
…

す
ぐ
そ
ば
に
水
や
は
材
、

f
i
i
i
i
i
i
!
?
i
i
i
i
1
1
L

盟
国
風
祭
が
あ
る
こ

と
は
、
我
一
暢
子
、
り
し
大
き
さ
の
違
う
住
帯
地

い

綴

治

的

磁

力

と

も

が

パ

ッ

チ

ワ

ー

ク

状

む

な
っ
て
い
ま
す

φ

し

か
し
、
ニ
れ
も
議
徹
宅
地
絞
殺
の
状
況
か
ら
創
出
る
と
ど
う

な
市
街
化
に
よ
っ
て
、
で
し
ょ
う
か
。

市
街
娼
と
農
地

と
自
黙
の
親
和

まだまだ足りない、まちの骨組み
総合計画策定のための現況分析
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J基金差整備が不十分立我孫子駅禽ロ

重量様子的表ゴ主総も道路が狭〈、パス町すれ濃

いが守 ~I::， 害事前改造事畿の箆成が患がれる。

あ

伐
採
子
治
的
関
脱
却
は
、
土
鳩
ぽ
…
…
閥
的
軍
ま
た
、
絞
務
的
市
街
地
と
の
つ
な
が
り

綾
瀬
業
や
民
間
同
に
よ
る
火
製
品
棋
を
住
識
が
う
ま
く
い
か
な
い
状
況
も
あ
り
ま
す
。

蹴
期
総
が
盤
え
に
行
わ
れ
て
魯
ま
L
P
S
そ
の
つ
え
、
酒
柏
町
な
鍛
織
が
行
わ
れ
た

そ
昭
総
務
、
市
街
化
反
一
域
的
%
は
、
計
一
昨
と
ふ
ち
づ
で
な
い
所
で
は
、
柏
崎
緩
め
様

…
樹
品
別
に
、
そ
し
て
一
蝦
約
に
的
常
備
さ
れ
た
チ
が
大
き
く
絡
な
》
て
い
ま
す
電

地
ぽ
に
な
っ
て
い
ま
寸
。
伐
採
手
前
町
中
市
泌
織
を
よ
な
か
ら
み

し
か
し
、
そ
れ
ら
が
間
関
漆
を
も
っ
て
る
と
、
火
小
い
ろ
い
ろ
の
燃
絡
を

ιぅ

総
合
的
に
設
備
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
た
た
住
宅
地
が
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
殺
に
広
が

め
い
、
微
々
な
矛
援
が
で
て
角
ま
し
た
。
っ
て
い
る
よ
う
じ
み
え
る
の
で
は
な
い

た
と
え
ば
、
滋
絡
が
行
き
沈
ま
り
で
あ
で
し
£
う
か
号

っ
た
り
、
市
街
地
が
自
開
設
に
令
ラ
た
り
、

ま
た
、
仮
出
幽
杭
再
建
事
業
に
よ
り
道
路

等
が
整
銭
さ
れ
て
い
な
が
ら
、
総
物
が

ま
ば
ら
舎
と
ニ
み
〈
機
材
崎
A
n
等
)
が
あ

り
ま
す
。
こ
う
い
う
と
こ
ろ
は
、
土
地

所
有
者
内
意
向
や
地
備
に
よ
っ
て
は
、

乱
開
発
き
れ
る
す
総
性
が
あ
り
ま
す

Q

そ
め
た
め
、
日
出
ま
し
い
後
九
一
附
僅
的
に

議
選
守
し
て
い
〈
必
要
が
あ
り
ま
す
。

…
方
、
磁
的
仰
な
杭
脱
出
雨
が
な
さ
社
な
い

ま
ま
、
住
宅
が
惑
っ
て
事
た
と
こ
ろ
も

あ
り
ま
す
会
品
村
に
我
孫
子
釈
に
泣
い
市

叡
地
や
街
地
胤
沿
い
の
市
街
地
は
‘
山
小
い

険
制
剤
か
ら
虫
〈
い
状
に
側
発
さ
れ
て
き

ま
L
た
}
そ
こ
で
は
、
滋
絡
が
放
く
、

車
の
簿
作
が
不
便
な
ど
日
常
余
地
的
上
抑

制
門
町
躍
に
加
え
、
消
防
活
動
や
政
錐
な
ど

め
紛
災
上
町
凋
溺
も
か
か
え
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
綴
林
地
や
幽
瞬
時
を
殺
し
て
い

る
地
区
も
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
燃
を

然
か
し
た
環
境
終
畿
が
緩
ま
札
ま
す
。

ふ
心
地
内
低
い
と
こ
ろ
口
問
附
録
さ
れ
た

市
街
地
で
は
、
鋭
的
な
盤
鎖
的
知
約
に

か
か
わ
ら
ず
ろ
後
水
や
地
祭
沈
下
内
乱
胤

協
間
然
が
あ
り
ま
す
。

畑
や
本
的
自
に
縦
し
、
出
畳
敷

林
に
滋
ま
れ
た
緩
和
措
も
み
わ
れ
ま
す
。

今
後
市
街
化
的
浅
み
具
合
い
に
よ
っ

て
は
、
そ
の
景
観
を
大
き
く
変
え
て
し

毒
?
で
し
J
と
そ
の
地
伐
の
持
取
を

見
通
し
た
上
で
‘
鰍
帰
議
環
境
抑
制
刷
機
や

絞
殺
指
導
等
を
開
制
る
必
削
怖
が
あ
り
ま
す
。

¥ll務
議
会
で
の
蜘
F
i
!ノ

了
小
柄
鳩
山
問
問
先
左
山
崎
発
捻
市
時
的
あ
一

一

り

方

が

閥

均

一

一
・
樹
林
仙
端
的
確
僚
の
万
滋
と
し
て
一

一
斉
災
時
で
的
組
出
町
制
や
市
川
伐
の
一

一
災
出
金
に
よ
る
射
閣
情
的
検
討
が
…

一

必

発

↑

・
際
的
胤
3
にお

6
号
線
沿
い
め
幾
跡
地
一

と

草

地

約

震

が

喜

一

て
帯
雨
期
化
区
域
内
的
袋
地
町
議
約
一

日
は
ωil--」

こ
の
よ
う
に
太
地
利
用
や
基
然
繁
榔
川

上
め
謀
総
は
、
地
区
的
状
況
に
よ
っ
て

異
な
り
‘
仙
川
氏
こ
と
に
対
策
を
勾
え
て

い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

若島幸重盤備が滋んどっくし野

広い主義主主仁並木が迫撃な句、 2喜全込書量いt住民笹織

となっている。ニ由良野怠環境を保全すること

が二れから的線総在。

地
窓
ご
と
の
謀
議

に
搭
じ
た
懇
織
を

619.2 I努
{斜.3)I瑞
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地牧

永号
機能

S盤
地

金
共
会君主

そ
的
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000.0%) !善指
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毛It

市街化区域土地利用状況
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ま
ち
の
搬
手
を
も
ワ
少
し
詳
し
く
み

る
と
‘
い
く
つ
か
の
綴
似
し
た
地
区

ι

分
け
る
吻
い
シ
}
が
で
き
ま
す
。

百
出
品
別
に
燃
機
き
れ
た
区
域
で
、
す
で

に
役
宅
地
と
し
て
絞
鼎
糊
さ
れ
た
と
ζ
み

出
ハ
U

{

湖
北
台
、
青
山
古
等
〉
は
滋
助
館
、
公

3
0一

U
M
聞
な
ど
が
比
較
的
整
っ
て
い
ま
す
。
ニ

ぷ
山
山
内
ょ
、
ヲ
な
地
ぼ
は
、
現
在
の
良
好
な
機

峨
明
金
銭
念
す
る
こ
と
が
総
本
的
な
謹
時
間
組

刊しす
ω

}
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便
利
で
不
便
な
鉄
道

と
、
近
く
て
速
い

我
孫
子
業
再
交
通
H
問
、
釈
が
6
つ
も

あ
り
鉄
道
へ
の
務
徒
数
が
高
い
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
か
し
か
し
、
全
体
を
点
検

す
る
と
銀
総
も
多
い
喜
?
で
す
。

と
的
資
鴻
者
品
唱
え
る
場
合
、
率
的
地

務
総
及
が
絞
雌
品
約
舟
停
を
滋
ね
合
せ
て

時
比
亭
必
擦
が
あ
り
ま
す

ψ

-
濃
淡
に
淡
い
療
臨
問
抽
端
的
中
市
前
線
を
交

綴
め
や
む
純
で
あ
る
欽
滋
と
釈
・
掛
川

mm
街
地
臓
が
滋
っ
て
い
る
喝

礎
哨
繍
胤
翻
を
や
や
と
し
て
、
決
滅
的
淡
れ

が
前
血
液
と
の
滋
い
絡
が
つ
善
点
化
ぬ
っ

て
い
る
の

こ
の
染
付
を
母
式
会
わ
サ
な
が
ら
辛
川

市
及
び
地
区
刑
判
的
交
通
的
機
泌
を
調
べ

て
み
ま
L
許可

問齢時 速蕗嘩雀踊ぴ鐙酎

印刷?臨海嶋齢

設ヨ民主賞、医

日入崎 山崎被

I註84.10. 16 

地
区
格
差
の
あ
る

公
共
輯
送
機
酒

市
内
向
公
共
翰
送
機
関
に
は
、
国
鉄

(
常
磐
梯
、
成
凶
綴
)
と
パ
ス
が
島

η

ま
す
。鉄

滋
は
、
市
内
に
絞
む
絞
議
品
世
的
6

刻
、
馳
付
に
官
官
京
へ
め
滋
動
的
8
射
訓
以
上

的
人
が
料
開
附
し
て
い
ま
す
命

こ
の
う
ち
ゅ
帆
開
離
は
移
行
本
教
が
h
y

な
〈
、
終
縦
模
約
時
制
仰
が
附
ヤ
い
な
y
w
の

れ
ん
的
、
沿
線
的
人
た
ち
は
非
常
に
本
側
関

と
感
じ
て
い
ま
す
n

ニ
め
た
め
、
中
市
内

内
駅
柴
山
時
容
的
7
料
開
以
上
的
人
が
検
制
櫛

織
の
我
孫
子
駅
a

天
叩
土
台
釈
を
純
一
線
し

て
い
ま
す
。
成
間
関
線
的
斡
送
力
増
強
は

今
後
め
大
き
な
銀
総
と
い
え
ま
す
。

ま
た
、
パ
ス
路
線
も
、
我
孫
子
・
天

王
台
湾
黙
と
湾
北
地
区
に
集
中
し
て
お

り
、
滋
之
N
H
L
患
の
地
涯
で
品
科
痛
に
不

便
で
す
a

さ
ら
に
、
各
釈
を
中
心
と
し

た
官
民
返
ぎ
乏
な
た
め
、
市
内
の
各
地
ば
一

的
絞
め
判
制
緩
後
が
開
制
い
と
い
え
ま
す
。

続
安
中
山
ω
と
し
古

本
作
過
褒
境
↑
俊
樹
鯨
え
る

次
同
い
ち
中
市
内
各
柏
崎
と
そ
れ
ぞ
れ
の
釈

と
め
総
丹
波
緩
や
伐
と
、
そ
の
問
機
長

ま
ず
、
パ
ス
川
川
、
そ
の
ぬ
鋭
機
就
航
以

上
に
感
邸
機
的
使
が
感
い
た
め
、
湖
北

・4
相
本
・
指
紋
な
ど
の
総
収
的
人
的
多

〈
も
、
パ
ス
で
叉
平
常
悶
閥
抗
に
行
善
感
す

る
場
合
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

山
凶
動
車
に
つ
い
て
も
間
同
じ
よ
う
に
、

天
王
台
釈
へ
の
集
中
が
見
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
二
韓
車
や
徒
事
で
の
人
も
多

い
の
で
す
が
、
訳
へ
の
宇
〈
道
・
自
転

車
内
道
と
い
う
道
路
向
性
格
づ
け
が
さ

れ
て
お
ら
ず
、
い
く
つ
か
の
駅
で
は
路

上
や
駁
一
一
則
広
場
に
多
〈
的
自
転
車
が
放

獲
さ
れ
て
い
る
状
況
で
す
a

今
後
静
滋

や
筒
転
車
滋
・
駐
輪
場
内
務
蹴
刷
キ
込
め

て
ゆ
く
必
擦
が
あ
り
ま
す
α

市内と各駅の問の行事楽に
利用される交通手段

6鋲平均

鉄滋、パスの課題分布図
ま
ち
全
体
の
遵
露

絹
の
あ
り
方
法

市
内
に
は
、
斡
隷
遂
問
時
と
し
て
将
殿

寄
れ
て
い
る
滋
泌
が
同
国
滋
6
号
線
‘

3

5
6
号
制
柑
な
ど
い
く
つ
か
あ
れ
ソ
ま
す
が
.

草え2草子絞

天::E会叡

~ ~~絞 3

事号本家

薬我孫子室長

幹
線
灘
織
と
し
て
党
凡
甘
い
い
輪
開
く
た
め
の
か
な
Y
い
を
光
分
に
検
討
し
た
上
ぞ
も
都

議
機
な
総
災
歌
山
桝
た
し
て
い
る
滋
燃
は
、
泌
総
附
悶
滋
協
な
ど
の
綴
蹴
聞
を
滋
め
て
ゆ

余
終
的
日
制
wm
いいと
Y
丸
ま
っ
て
い
ま
寸
。
〈
必
糊
慣
が
あ
り
ま
す
扮

ま
れ
九
、
成
城
幹
線
、
市
内
総
線
、
総

絞

殺

綴

な

ど

を

一

ま

と

し

た

義

援

地

限

内

の

提

議

官

総

づ

く

ら

れ

て

い

な

い

た

め

、

術

調

擁

づ

く

り

を

内
的
治
勲
車
交
通
は
ス
ム
ー
ズ
に
液
れ

て

い

ま

せ

ん

ゅ

闘

動

車

肯

定

必

を

京

体

と

し

た

幹

線

滋

1
i審
議
会
で
の
芦

i
lノ
路
一
世
備
の
ほ
か
、
鳩
山
跡
内
的
恭
一
打
者
・

7
富
札
制
出
方
向
的
広
域
幹
一
懇
地
内
竺
二
輪
車
・
自
動
車
交
~
め
の
安
余
・
品
開

一
僚
が
必
要
で
あ
る
。
一
漉
な
交
通
環
境
づ
〈
り
も
重
一
婆
な
議
開
曙

一
・
成
田
街
道
内
部
分
約
改
良
に
よ
一
で
す
。
現
在
の
そ
れ
ぞ
れ
の
地
問
悼
の
状

一
や
交
遜
渋
滞
町
一
解
消
を
。
一
況
は
充
分
な
も
の
と
は
言
え
ま
せ
ん

E

7
志
向
田
公
共
穂
設
等
を
結
よ
十
巾
一
地
区
内
幹
線
や
生
活
道
路
、
遜
鈴
・

一
内
様
相
磯
町
交
鍾
に
問
題
が
為
る
」
必
学
絡
な
ど
喝
そ
れ
ぞ
れ
の
送
開
閉
め
伎

一
・
問
一
滋
3
5
8
母
線
、
布
役
管
山
…
讃
づ
け
を
明
ら
か
に
し
た
‘
地
区
全
体

…
織
に
絡
が
つ
く
幹
鰍
滋
泌
が
来
一
丹
後
納
潟
祭
的
摘
が
必
裟
と
さ
れ
ま
す
。

一

鯵

均

…

そ

の

場

合

、

淡

路

め

齢

制

設

み

出

U
A
挑め

/
I
l
l
i
-
-
i
L

校
総
や
お
部
機
り
や
子
供
・
滋
率
表
的

終
に
、
前
航
機
指
向
的
交
激
に
は
酬
州
総
人
た
ち
へ
の
総
綴
d
yら
れ
で
は
な
ら
む

が
あ
り
を
つ
で
十
e

い
、
滋
削
慣
な
お
v

で
す
n

域
政
、
附
悶
滋
3
5
6噂
蛸
怖
は
、
線
東
こ
の
よ
ヲ
な
滋
絡
め
側
附
泌
を
、
そ
れ

師
加
と
悶
悶
前
仰
を
総
よ
広
域
幹
線
、
市
街
地
ぞ
れ
内
総
ぼ
の
あ
り
方
的
中
で
‘
毅
然
、

人
誌
を
必
努
よ
市
内
幹
線
、
為
抽
時
ぽ
ん
に
も
考
止
で
い
た
だ
き
た
い
〉
ゑ
フ

出
円
守
的
サ
ー
ビ
ス
を
巣
た
す
検
隊
幹
締
て
い
ま
す
。

な
ど
多
〈
の
役
割
を
糾
っ
て
い
ま
す
c

蜘
帯
議
会
で
の
声

こ
の
た
め
、
朝
夕
に
は
あ
ち
こ
ち
で
渋

滞
が
見
ら
れ
た
り
、
広
域
的
な
叫
閣
議
交

通
が
流
札
こ
ん
だ
り
し
て
い
ま
す
ロ

今
後
は
、
ま
ち
全
体
的
道
路
線
的
あ

り
方
、
東
西
方
向
的
幹
線
道
路
の
あ
り

布佐紋

これからの手賀溶静化

これからもリサイクル

み
な
さ
ん
め
ゑ
浅
は
欠
か
せ
な
い
も

め
と
し
て
ぬ
仲
間
給
酬
明
細
嶋
出
時
総
が
あ
り
ま

す
n

議
然
、
庁
へ
本
滋
な
ど
の
鉄
総

と
と
も
じ
、
ご
み
、
!
バ
妹
、
排
水
な
ど

の
絡
線
が
附
門
淡
い
、
そ
し
て
清
潔
に
行

わ
れ
て
い
み
か
ど
っ
か
辻
、
帥
階
A

敢
な
中
市

録

的

叩

附

則

的

人

抑

制

邸

/
 

事
汀
リ
パ

コ
ミ

大ゴ
相
官
系

ι'臨
時

間
前
係

感隊襲撃爽潔

ゴミ排出震の幾移

3日，000

トン

柔

軟

な

収

集

、

重

か

ら

号

れ

る

し

緩

や

幾

重

処

障

体

制

緩

〈

嘉

主

た

く

の

排

水

)

の

う

ち

、

下
水
滋
で
閥
抗
吋
心
強
緩
き
れ
て
い
る
時

総
孫
子
市
で
は
、
ご
み
の
機
内
品
処
分
は
‘
め
品
十
分
的
俊
敏
で
す
。
残
り
の
や

に
議
し
た
と
こ
ろ
が
市
内
に
少
な
い
点
分
は
‘
線
総
本
が
そ
の
ま
ま
同
や
滋
に

的
、
結
絞
め
格
く
か
ら
機
械
化
が
泌
み
、
流
れ
込
ん
で
い
ま
す
w

制
職
立
処
分
的
援
を
で
keる
だ
け
骨
な
く
千
災
一
川
崎
的
一
昨
府
開
綴
関
闘
の
う
ち
、
こ
う

す
る
シ
ス
テ
ム
が
汲
ん
で
怒
ま
Lhrva

し
た
生
活
殺
の
点
的
義
総
合
が
会
体
的

問
問
符
部
年
よ
り
、
資
制
時
リ
サ
イ
ク
ル
山
町
一
持
脅
し
よ
悶
め
て
お

η‘
生
泌
総
排
水
め

の
た
め
的
分
間
判
収
集
に
移
行
L
、
友
関
問
問
問
時
は
、
千
波
摘
出
浄
化
め
た
め
の
毅
滋

仁
一
部
す
よ
う
に
、
処
理
し
な
け
れ
ば
な
点
課
題
で
す
。

ら
な
い
こ
み
の
量
が
減
巾
J
L、
効
果
を
こ
う
し
た
家
縫
綾
総
水
内
同
時
期
哩
ま
で

あ

げ

て

い

ま

す

。

含

め

た

公

共

下

本

遂

の

整

然

が

現

在

進

現
在
、
資
源
再
利
用
が
図
ら
れ
て
い
め
ら
れ
て
い
ま
す
“
し
か

L
、
そ
の
繁

る
品
臼
は
、
金
属
、
ピ
ン
、
ガ
ラ
ス
、
備
に
は
ほ
う
大
な
賛
同
地
と
線
開
問
を
委
す

古
紙
、
古
繊
維
の
5
品
臼
で
す
。
る
た
め
、
す
ぐ
に
市
会
後
で
縫
排
水
が

今
後
は
、
今
関
舗
と
な
っ
て
い
る
電
同
地
潔
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

治
的
処
巡
的

4
7に
‘
帯
審
物
語
が
命
的
た
め
、
せ
っ
け
ん
却
制
緩
め
促
進
や
し

ま
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
寂
静
化
婚
の
点
検
響
、
持
や
沼
の
汚
濁

り
、
選
闘
機
内
桑
村
が
ゴ
ミ
と
し
て
を
で
き
る
だ
け
少
な
く
、
す
る
よ
、
フ
長

増
え
た
り
す
る
こ
と
が
予
知
謀
れ
ま
す
ぬ
綴
主
義
も
必
畿
と
な
っ
て
き
ま
す
号

ニ
う
し
た
場
介
、
収
緩
や
州
制
機
体
制
制
を
ま
た
せ
っ
か
〈
公
然
で
点
線
が
然

添
軟
な
も
の
に
し
て
い
く
ニ
と
が
必
然
機
準
れ
て
も
、
各
家
経
せ
公
然
下
水
吋
鳩

山

川

加

。

め

へ

語

紙

切

り

地

域

一

え

が

行

わ

れ

な

け

れ

的

m

d
休
戦
一
融
問
め
州
制
緩
e
お
上
が
り
ま
せ
ん
。

{
 

。。5
 

民
生
}
躍
に
と
っ
て
重
葵
な
こ
と
で
す
明

そ
し
て
、
こ
の
よ
、
フ
な
処
還
は
、
直

後
皆
さ
ん
の
生
活
に
間
関
わ
っ
て
い
る
と

と
も
に
、
省
資
緩
や
手
寅
沼
町
浄
化
な

ど
と
の
総
迷
か
ら
も
大
き
な
意
味
を
持

っ
て
い
ま
す
窃

~n 

20，000 

10，000 

で
す
"
そ
れ
と
と
も
に
、
排
出
総
で
あ

る
各
塞
庭
や
事
業
所
の
協
力
な
し
に
は

で
き
な
い
こ
と
も
確
か
で
す

E

公
共
下
水
道
整
礎

と
手
間
沼
浄
化

51 

指

践

と

行

政

の

役
割
出
分
鎧
を
腕
擢
巴

56 

ご
み
・
し
滋
-
波
紋
本
苓
が
環
境
上
、

銀
生
上
、
議
豆
に
処
理
さ
れ
る
た
め
に

辻
、
品
自
き
ん
の
協
力
が
些
婆
で
す
伶
そ

し
て
そ
の
協
力
を
得
る
た
め
に
も
行
政

が
す
べ
き
こ
と
を
明
確
に
し
て
い
く
こ

と
が
議
題
で
す
。

苧
一
誠
一
出
や
古
純
一
昭
一
副
会
品
寸
る
た
め
に

55 54 53 52 51 
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曜島F暫 E需 要量 産意 84-3311
411"官民草書軍事重量 84-1110
曜静F笹E嘉義語務童謹滋立ち台分菌室 87-3065
骨子皆然鴎欝童書移動溜察霊童 87 詩句

命中央公民重量 82-051吾
骨銭円首改造事務所 85-1171
骨量基盤強環器 83-1181
⑧襲警体鰭著書寺普禰主tセンター 88-0141
@ つ つ じ 涯 88-0123
曜量生長沼議機線(浄化槽)87-2379 

1>8善寺

会主己

券会滋 F怒E延長議委露大会主義霊童

1>テーマ 事事し援護士会~滋齢化毛主語誌

とおな絞め電器霊長はごう絞るtJ)

傍若揮富軍 事警ヲヰ奪容炎{主壁際霊長大事費重量〉

惨縫い合わt才 役会事費警護襲撃

(!jj 

t事件襲警察官騎総括ttョンタ~内〉へ

借関心141

砂五ヨ事曹 竹F司2悶〈重量〉午後守時

験線路時 二子主主事提言警少年括審人重量産車

1>7'ーマ 主Z殺にとって本主誌の穏

炉静毒自躍

話量〉

〈ま輩車BC事長〉取締

験入警護 300おく究室事瀦〉

書検袋容し主主み・罪悪い舎のぜ 子26G-

91不潔総司巨襲撃総H 二子重量祭役会室塁

機会まま襲警人選撃措0472-23-2061

参-8普著 名吾喜善策守本主筆8'1'毒ijg脅

から制裁30分

1>語昔話野 望選it台市民t:シタ

険会整理 教柊聖堂望号室警

""ゆしrdib.罪悪い会寸コt空 手作り

ネクタイ霊堂務会議務官87イ)695

|欝?盟議轄のいさないi
1>8草壁 叩同268C餐〉から288惚)

*作飽際初日から28白午車u9時30

分から*聖書岩覧会28臼午前9時30分

から午後O住者30分本Hザー28日午

後守 1時30分から2時30分

併話華街・問い合わせ 県立我孫子

護豪語護学絞ft87，-'183.1

|議議手提重究会i
1>8害事旬沼238C火〕午後守跨

傍題署員野 中芦ゼミ宗室宣

修会車電 年500河

1>串し込み・罪塁い合わせ 出季芸希

祭主警は1¥主主キ!こ主主事完1蓄を皇室{い亡、

重量め38言語さまでに並木5を台 UJ主主

要奪三在官82て8406へ

(ゴミ)87-∞15 (し尿)88-2547

戸沢りつ事ンナーとiJγ三ム J の 'Iill'.援会j

紗日時怜向188C木〉午前10在者

砂場所新木青年鐙(室長木E型地〉

歩 舞 鶴 簸 斜

砂申し込み・問い合わt主 先毛筆50

名、手岳皇室蓄は生協議議三子生活セ〉

ター幸吉本ステーション宮87..1313

砂8書事 1C湾278(之l'F言語科喜苦tJ

をう午後3努〈実器天2走行〉

11>話題言蒔 手重要至宝公霊童ーや然公主義室室

東軍軍置きを持ってきてぐださt.\，~ 

けんと奈換しま苓。

事惨透車器洗 生活クラブ生を話

翠殴n84--9457

[2き-:l:Y~ハヴ;完治会i
紗B鋳利用明日〈日)]E午

惨話題所湖北台「ち民t:ンヲ

砂内容皇室康食試食会まか

炉問い合わせオヅンハゥλの

会事務局盟関ー3刊f

噛画白副
習ご小

砂包隠竹尽12EltJS12F弓17fヨ誌

での留選河議日午前守口普奇からIE午

砂著書房 市民会童話塁悪3会議室護

炉内容 ij¥綴主義〈格子、言霊的綴君主〉

影会繁 3翻ぬく発著書368)
努串し込み・燃しミ重きのぜ 101'寺31

B<までにt主重重1¥7ゴキiこ{主獄、決議、

王手車事、霊震密室霊号毛主総緩いな議事26

07C毛主〉主主主喪主子治シJ(.，j，…人事主役ン

ター毒事務長著官級ω220告へ

I>m自緩幸ヰE言 権一殺害審議総*襲撃総

EDffifJf.ヰ*誇君子機著書総本語護憲懇政*護霊

築手当〈遂事長コ ス、

ス〉

..定E建 主主支持108

1>訓練期間 守王手

砂要務澱掲

高五以」二、

寝務中Jω〉

惨事事主義納期 竹悶308務

b綴襲撃料縦約

m入授苦言問およぴ響調議警はF問機111産業

におりさま

炉問い合わ役・申し込み 'F280 

02平主義潟大重量災1llJ470

言言宅竪霊童楽器Il線級器 ω7744

8 3ZR19側、iO. 16 (6) 

[-2職議く澗鵜題需保証額震i
惨諜箆 *地震耳活動受通じて彬隊 約防本商¥1::畿のポンブなど泊iVi 千葉県号室用保涯協会でi手、燦F号

業と私*家E主*高齢化u重量[:主主教 納長亀11機関さされ総説してあり苫ぷす。 で馬 事業を1年以ぶ主主要}q:，小食

る 偽!こ:関今できさ安定まのでどうぞ。 難者¢保証人とほり、警襲警定量建設の

炉応募資箔 終的AE夜勤0.綴人 炉建野総おれt宝物部(言車線香) 借入を容易に行えるようじ写る制j
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